
様式１ 令和２年度　　山梨県立白根高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

主体的・対話的で深い学びを重視した授業研究等に、
組織的・計画的に取り組み、授業改善を図ります。

校内研修会の実施状況
相互授業観察（授業観察
シートの分析）

基礎的・基本的な知識・技能を定着させるため、家庭
学習を推進し、主体的な学習の定着を図ります。

学校改善アンケートによ
る評価・分析
二者・三者懇談

単元全体の学習を通じて、思考力・判断力・表現力等
の育成に努め、学力の向上を図ります。

校内研修会の実施状況
学校評価アンケートによ
る評価・分析

学校全体として組織的な生徒指導体制を確立し、規範
意識の向上を図り、基本的な生活習慣の確立に努め
ます。

挨拶・身だしなみ指導
及び登下校指導・マ
ナーアップ運動の実施
状況

教育相談を基調とした共感的な生徒理解と居場所づく
りを図り、生徒と教師の信頼関係、生徒同士の望まし
い人間関係を形成し、いじめや不登校のない学校生
活の実現に努めます。

ＳＣの活用状況
生活実態調査の結果分
析

ホームルーム活動や生徒会活動等を通して、自立した
生徒の育成に努めます。

各行事終了後のアン
ケートによる評価・分析

家庭･地域･関係諸機関との連携を図り、様々な体験
活動を通して社会の一員としての自覚を持たせ、社会
を生き抜く力の育成に努めます。

各学年・分掌からの通信及び学校
ＨP等による情報の発信
地域人材を活用した講座等の実施
状況

生涯の幸福追求を目的とし、個々の「在り方生き方」を
考えさせるキャリア教育を推進します。

「総合の学習・探究の
時間」を通した課題やレ
ポートの内容評価

インターンシップの充実を図り、進路選択の基盤となる
望ましい勤労観・職業観を育成します。

実施後のアンケートで、
生徒の達成度８割以上

職業体験・進路学習・進路講話・進路面談等を通し
て、生徒の進路目標を明確にさせ、学習意欲の向上を
図ります。

各事業終了後のアン
ケートで、「役に立っ
た。」と回答する生徒８
割以上

家庭や地域・産業界などとの密接な連携を図り、体験
的な学習の更なる発展に努めます。

活動報告と学習後のア
ンケートによる評価・分
析

部活動に積極的に取り組む生徒を育て、学業と部活
動の両立を以って、学校生活に対する充実感や達成
感を体験させます。

学校ＨＰや広報誌の活用
状況
学校評価アンケートによ
る評価･分析

部活動を通して、生徒と教師・生徒同士の望ましい人
間関係の形成を図るとともに、学習意欲の向上や責任
感 ・連帯感・忍耐力等を培います。

活動報告と学校評価アン
ケートによる評価・分析

部活動に打ち込める環境を整えるとともに、適切な部
活動運営を図り、部活動を通して学校の活性化に努め
ます。

学校評価アンケートによ
る評価・分析

家庭や地域社会と連携し、安全教育を推進すること
で、健康で安全な生活を送るために必要な資質・能力
の育成に努めます。

活動報告と学校評価アン
ケートによる評価・分析

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。
（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・挨拶や身だしなみについては２年ほど前と比較し、格段に
良くなっていると感じる。
・コミュニティ・スクールとして、地域との交流から生まれる学
びに期待している。
・例年と異なる業務運営下であったが、学校生活における生
徒の規律に問題はなく、きめ細かな生徒指導体制が十分機
能した評価できる。
・令和３年度はコミュニティ・スクールに移行することから、さら
なる地域との連携強化による生徒への好影響を期待してい
る。　　　　　　　　　　　・今年度は特にコロナの影響で先生と
生徒とのコミュニケーションを計ることが大変だったと思う。学
校に来れなくなった生徒もいるのではないか。フォローも大変
だったと思う。
・教職員全体で理解出来ていると思います。

・次年度以降も積極的に授業参観を実
施し、互いに学び合う教職員集団にし
ていく。
・家庭（保護者）との連携をさらに深め、
家庭学習時間の確保と、授業と家庭学
習との有機的な繋がりを図ることは昨
年度からの課題と認識しているが、次
年度以降も粘り強く取り組んでいく。
・クロスカリキュラムについては、次年
度も継続して行い、スクールスローガン
「HAPPY」を実現すべく、教科を超えて
学校全体で組織的に取り組んでいく。

4

・「総合的な学習・探究の時間」では、目指す生徒
像に沿った授業が実施できた。
・今年度はコロナ関係でインターンシップが実施で
きなかったが、例年生徒の進路意識の向上に成果
を上げ生徒も意欲的に臨み、アンケートでもほとん
どの生徒が有意義であったと答えていることから
次年度は実施できるように模索する。
・今年度はコロナ関係でフードバンク山梨の活動
に関しては本校での仕分け作業はできなかった
が、PTAの協力の下、年２回実施することができ
た。次年度は生徒が中心となり積極的に参加しボ
ランティア精神の涵養を図れるような方策を模索す
る。
・看護師体験等の体験学習に生徒を積極的に参
加させ、自己の進路目標を明確化させるとともに、
社会性などの社会で求められる能力資質を育むよ
う努めた。

・生徒の活動状況を学校ホームページにタイム
リーに紹介することができた。今年度はコロナ関
係で部活動の大会も中止になったものが多い
中、「生徒会だより」を通じて保護者には大会等
の成果を報告することができた。
・部活動の生徒を中心に、生徒達が教職員や来
校者に挨拶が自然にできるようになってきたと
学校内外から好評を得られるようになってきた。
・部活動においては、コロナ対応を含めた「やま
なし運動部及び文化部活動ガイドライン」に則っ
た、本校の部活動活動方針を教職員に周知し、
適切な活動がなされるよう努めた。特に、活動
日と休養日を明確に設定し、メリハリのある活動
計画を策定し、併せて学習との両立にも留意し
た。　　　　　　　　　・バイク通学者対象安全運転
講習会を年２回、交通安全指導、防犯教室等々
を適宜実施し、安全な生活を送るために必要な
資質・能力の育成に努めた。

Ｂ

Ａ

Ａ

・挨拶・身だしなみ・登下校指導においては、全教
職員で行う指導体制のもと成果を上げている。「基
本的な生活習慣の確立」について、保護者や教員
アンケートにおいては高評価となっている。
・「生徒理解と居場所づくり」は、学年を中心に担
任、教科担当、部活動顧問、保健室等の連携が密
接になされ、生徒に寄り添った指導がなされた。ま
た、教育相談体制も、コーディネーターを中心に組
織的に行えた。ＳＣの活用も効果的であった。
・いじめを許さない雰囲気づくりに努めた。特に、Ｓ
ＮＳの利用について、重点的に指導した。
・家庭や地域社会への情報発信として、各係から
のたよりやHPによる広報活動を積極的に行った。
・コロナの関係で今年度は、地域住民との防災訓
練が実施できなかったが、計画を立て、次年度の
コミュニティスクールとして学校と地域、生徒及び
教職員と地域住民の連携を意識することができ
た。

Ｂ

主体的・対話的で深い学びによる学
力向上の推進

幸福追求を目的とするキャリア教育の
推進

1

3

4

規範と相談による生徒指導体制の確
立

体育・文化活動による健康・安全教育
の充実

2

・生徒の多様な進路目標を実現させる
ため、教育課程の編成や授業改善、小
論文･面接の個別指導などにおいて、さ
らに工夫・改善を図っていく。
・今年度はコロナ関係で、インターン
シップの実施が叶わなかったが、イン
ターンシップの実施については、個々
の生徒により明確な目的意識をもって
臨ませるとともに、生徒自身が目指す
職業を体験できるような就業先の発掘
を推進していく。
・看護師体験等の体験学習の機会を多
く設け、キャリア教育の一層の充実を
図っていく。

・各部において、年間及び月間の活動
計画を策定し、生徒が見通しを持って
活動できるように努める。また、メリハリ
のある活動を継続して行い、学習との
両立を図っていく。
・部活動への加入率をさらに上げ、部
活動が活発に行われる環境を醸成し、
生徒の学校生活の充実と学校の活性
化に繋げていく。
・外部団体に所属し活動している生徒
に対しても、学校生活の充実、特に学
習との両立がなされるよう関係団体とも
協力して指導していく。

3

3

4

・学校の教育目標及び校長の運営方
針を職員会議や個別面談等で教職員
への理解を図り、チームとして生徒指
導に取り組む協働体制を構築すること
ができた。
・特別支援・いじめ防止委員会を実施
し、共通理解を図り、気になる生徒の情
報共有、課題や問題点を認識するとと
もに、次年度に向けた対策を検討し
た。
・地域社会との関わりを強化するため、
今年度はコロナ関係でなかなか実施が
できなかったわかば支援学校との交流
やフードバンク山梨への協力を次年度
以降も積極的に行っていく。
・令和３年度のコミュニティスクール校と
して、地域の各関係機関と連携を密に
行っていく。

学校関係者評価

実施日　（令和３年２月１５日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

できていない。

年度末評価（令和３年１月１５日現在）

主体的・対話的で深い学びによる学力向上の推進

幸福追求を目的とするキャリア教育の推進 不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

「自主自立」・「進取研鑽」の校是の下、幸福な人生を送るために必要な資質・能力を身につける生徒の育成を目指す。 　山梨県立白根高等学校  校長　相沢　季里

体育・文化活動による健康・安全教育の充実

・今年度は就職体験等を実施することは難しかったと思うが、
次年度以降更なる推進を図っていただきたいと思う。
・今年度はキャリア教育の重要な活動であるインターンシップ
やフードバンクやまなしの活動が出来なかったが、限られた
範囲の中で、総合学習や看護師体験等を通じて、社会性向
上に努めた。　　　　　　　　　　　　・コロナの影響で進路を変
更する生徒もいるのではないか。コースを選択した後も再び
進路先を生徒に聞くことも必要なのではないか。
・生徒の多様な進路に適切に対応して下さい。

・コロナ禍により部活動が制限される中、生徒に自主的にト
レーニングに取り組ませるなど、例年とは違った指導力が必
要だったと思われるので、先生方のご苦労は大変だったと思
う。
・コロナ禍での部活動の制限により、十分な活動時間の確保
は厳しい状況の中で、例年通りの結果は評価できる。
・体育・文化活動は望ましい人間形成に欠かせないことから、
今後も、運営方針の重点項目として、活動環境の整備に努め
ていただきたい。
・ＨＰの充実による活動状況の公開状況は大いに評価した
い。　　　　・先生達の負担も大きいですが、他校に比べて、
放課後とか休日の部活動がさびしい感じがします。もっと活
気がある学校になることを期待します。
・知育・徳育・体育を実施してください。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

・コロナ禍の休校中、学習に取り組ませるのは大変だったと
思う。スケジュール組み直す必要があり、時間に限りがある
中でしっかり取り組んでいただいていると思う。
・今年度はコロナ禍の中で臨時休校もあり、学習時間の確保
やメンタル面の維持等かなり厳しい環境下、可能な限り学力
向上に努力したと評価したい。ただし、家庭学習においては
学習時間の改善が大きな課題である。
・家庭学習のできている生徒とできていない生徒との差があ
るのではないか。
・学校目標である「HAPPY」を確実に遂行してください。

自己評価結果

・前年度実施の授業改善研修会を受けて各教
科で、「やまなしスタンダード」に基づいた授業
展開が試みられた。
・今年度はコロナ禍の中で臨時休校中の期間も
あり相互授業参観が予定通り実施できなかった
が、TEAMSを使った教科会議を開くなど学び合
う機会とすることができた。
・「エナジード」の導入、クロスカリキュラムの実
施を通して、教科横断型の取組を図った。
・臨時休校中の家庭学習など年度のスタートか
ら指導が難しかったが、YouTubeやTEAMSを駆
使して生徒に家庭学習を働きかける試みを行っ
た。

評価

規範と相談による生徒指導体制の確立


